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残 胃 癌 の 粘 液 組 織 化 学 的 検 討

新潟大学医学部第一病理山中秀夫

Mucin Histochemistry on Gastric Carcinoma 
of the Remnant Stomach

Hido YAMANAKA

TheFirstDepartmentofPalholog_V.
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Thedifferent･iat･edtype Carcinomawascomposedoftumorswit-hpredominant･1ygastric

mucin(23党,intheearlyand18写 intheadvancedcarcinonlll),andt.-umorswithpre-
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showedathree-1とIyeredpat･ternliket.henorma一gastricmucosa.theupperlayerwith

COS-positive,themiddlelayerwithoutmuein,andlowestlayerwithConA-m posh

tivecells,butthelayer-archetecturewaslostintheinvasivearea. し51Fourof10

carcinomaslessthan lOmm ()ccut･red int.hpanast､olnOticsit.P,and threeof t_hem
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int･estinalized mue()sa. While,t･heremainingsixoccurredinthenon-anast-omoticsite,

and t.hreeorthetll developed in therundicllluCOSa,andthreeint.lleint.estinalized

mucosa. (61Thecarcinomaoftheanast.omoticsit.eshowedamilderintestinalmeta_

plasiathannon-anastomoticcarcinoma.
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Ll再~-:残胃癌の粘液組織化学的検討

It･ is concluded thatmanyofthecarcinomasintheremnantstomachhavegastric

mucincharact･er .butitdisappearsintheinvasivearea,especiallyofthedifrcrentiat･ed

carcinoma.and thatt･herparetwo kindsofgastricmucosaforthehistogenesisof

carcin()nlail一therelnnantSt′0111aCh,rtlndicllluCOSa(ormodifiedrundiclmuCOSa-StOIllal

gastririswithoutintestinalmetaplasia),andintestinalizedmucosa.

Ⅰくeywords:gastricCarCinoma,re【一一nlultSt･Omaeh,muL,inhistochemist･ry,histogenpsis

rl!-1癒｣城門.粘液組織化学.組織発生

表 1 残胃癌38症例1̀7個〔7)内訳

は じ め に

噴門側残胃掛 二は種t,の問題点があく､.こし叫 一には残
腎という韓殊な胃粘膜環境での,痛覚生母地の問題があ

ら.残胃癌のなかで屯吻合部癌の発生母地として,吻合

部胃炎 stomこIlgastritis. 吻合部肥厚刊:.胃二年St(1Illal

厚性胃炎 Stomalp(巾-PoidhrLIL,rtr(1Phi｡gLIStritis

(SPHG)1)-ポ 】3-プ状薬歴性胃炎 Gastritiscy痛Ca

polyposa2),が注目されているB これ に〕胃炎にみられ

る過形成胃腺嵩上皮からの癌化を示唆する報告や,粘膜

深部～粘膜丁層の嚢 胞 化 偽 幽 門腺か㌍)の癌化を示醸せる

報告がなされている3)4)5)

これら胃固有粘膜からは莱分化型癌が発生するといわ

れている即.しかしながら吻合部癌では分化型癌も多数

みられている4)7)那.一方,い護までに分泌粘液の橡旅

からみた,残胃癌の粘液上皮塑分解の報告はない.そこ

で今臥 残胃という磯をこ発生 した胃癌の発生機地を知る

-環として?残胃癌がどのような特性を持つ細胞か㌍)拷

成されているのか,その発生母地はどのような粘膜であ

るのかを明らかにするために,各種の粘液染色を用いて

検討 し!∴

材 料 と 方 法

噴門側残胃癌のうち,初回手術かど〕短期間に発見され

た癌は,初回手術時,既に存在していたか壁内転移の可

能性がある一そこで今回は,初回手術から10年以上経過

して,残胃をこ発見された癌を検討対象とした.この基準

に相当する残胃癌は38症例凌習鰐 (早期癌2割固,進行癌24

個)である (貴 且)(堂例,昭和57隼から平成2年まで

に新潟大学医学部第-病理学教室で検索された).

これらの癌を,癌の中心が吻合線より 2cm 以内をこ

ある吻魯部癌且3個 (早期癌9個),縫合線上にある縫合

部癌8傾 く早期癌 2滴), それ以外の非断端部癌26個

(早期癌 12個lに分頓 したHu.癌の組織型は分化型!-,
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性別

深適度

初回手術からの期間

初回f'.I朽疾患

初回再建術式

残胃癌手術年齢

発牛部位

組織型

乳iLl例.女-:1例

t~l†一期噛1.'3n札 進行癌24個

男性二両三も.10--113年1.女-性ljl'
午 (ll--31'隼1

胃十 二指腸液壕2-l例.EH
膏1･射場 1L礼 進行癌 1
明6例),詳細不明 6例

例
不
8癒
鳳

f3illr()th-Tl法33例,Bitlroth-
1法 5例

男性66歳 (嶺3-87歳),女性71
歳 絹3-7凌歳)

吻合部13鳳 非断端部26鳳 縫
合部8個

分化型32個,莱分化型ユ5滴

朱分化型と;二人別し-/∴

早期癌23個は食倒全割 し,進行癌24個のうち8個は全

乳 脚剛£癌の最深達麓部分と粘膜内進展部分とを切り

HlL.組織標本とした.早期癌LL二進行癌ハ代表切片 し最

深達度部分とfLJi瞳内進展部分)iこ.Htl:.GalLICtOSeO＼卜

(lこISt､-S(､lliflt､(;OS上 DiastこlSt弓削ヒ後 -aluciallblu(I-Pe-

riodi(､こlL-:i(I.<LlhiffulAI=トPASl.f･iighirondiamitle-

AIcianhluL,け川).:ヽ131染色.C･oncLl【l爪･Lllin-AIPこIri1-

doxicこ11法に上Itlm巧欄ti液染色 (CollA-ml 上 l)Al}

法による Iysozyme免疫漁色 (抗血清 DA既0 社製)

を施行 した,

舷本来n組織学的性質は 朝:に､本稿では組織型十二分

泌粘液の練塀j粘膜内をこある癌で採持されており,深部

浸潤と薬をこ変化することがある｡従って,癌の組織学的

性質(7用度 は粘膜内部分と_浸潤部分 し粘膜 卜屑浸潤癌で

は粘膜下鳳 進行癌では粘膜下層から更をこ深層)とで行っ

た.癌が粘膜下層か吊 占膜内-再侵入した部分は対象よ

り除外した.癌における特殊染色の染色程度は.染色切

片内し71癒組織全体を絶て.びまん性 (陽性細胞がぴまえ

性に存在), 散在性 し陽性細胞が散在性に存在1. 少数

(陽性細胞かごく少数存在).陰性を.二分頬 した.
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残胃癌の発生母地粘膜を知るために.癌同園粘膜の性

状 (胃底腺か噴門腺か.胃底腺cT)萎縮 ･偽幽門腺化生･

腸 上皮化生の程度)を分析 した.癌問押粘膜とは.癌L'･')

粘膜内発育厳先端部から 5mnl以｢勺n粘膜とした.早

期癌では癒全周LIT)周囲粘膜を観察 しじ 進行癌のf耶~珊勺

睦分析は.癌進展に伴 ･')同粘膜tTl二次変化をできるだけ

除外するために,最大の早期癌 (径 57mm)よ･T),J､さ

い進行癌で行-,:,た,癌間押粘膜内i･こ.胃底腺が連続性た

いし散在性にRIL､れた場 合,その粘膜を胃底腺粘膜と判

定 した.

胃氏腺の萎縮程度は 無 し腺竃上皮日射別泉の厚さの

比率が 1:3程度で,胃底腺が観察領域全体にjti､凍 る

も〔･T.吊,軽度 (腺嵩 L･.皮上胃底腺(7.)厚さ(71比率は 1:3

日 ド上たり,胃底腺が観察領域の2.;こ汀11∴にムiTJれるも

澗 底腺が観察領域し')卜二日弐卜)に分類 し∴∴ 偽幽ru腺

化生上勝 卜皮化生の程度は無.軽度 し化生置換領域が 13

1十ド1,r1-,等度 (トニト 1)'3l.露度 (2:31'上上二'上 〔した.

成 績

t.残胃癌の肉眼型 ･組織型と占拠部位

早期残胃癌23個の内眼型は, Ⅰ型3個. Ⅰ+rla型 2

個,Ila型1()個, IJa十 llC 型1個, flb型1個, IIc

型L,1個,rTb+ ne型 2個 であった.組織型は.分化型

癌に相当する庵 -｢恒〉化型腺癌が21個 (910占う,】Jンぺ

球浸潤を伴う低分化型腺癌 1個,印環細胞癌1個であー-1

た (表 21.

早期残胃癌23個(7)･'1ち.吻合部癌は9個 (吻合部癌全

体の699,./)(隆起型痛が7個),縫合部癌こ′:lL'個 (縫合部

癌全体の250ノい,非断端部癌12個 し同部癌L･r)i-16001で恭一.〕

た.

早期残胃癌は占拠部位に関係なく,隆起型が多く.分

化型痛が争いという傾向を示 した.

粘膜内癌16個中,癌がflL]-膜浅層 (正常桐 勘T)腺乱 上乾

部分に相当する層)だけに存在する癌は7個.浅膚を主

座とし‥ -一一･部で全層置換 した癌は6個,癌最大径の 1.2

以上の領域で全層置換 した癌は3個であ←,た.癌が粘膜

深闇 Ljf.常枯険の閤有腺部分に相当する層)だけや粘膜

下授入線管部分の射 こ存在する症例はなかL-,た.

残胃進行癌2-1個の肉眼型は ⅠうorrmanI卜Ⅰ型7個 (29

価 (250,0'),Borrnlann-Ⅳ型 1個 (4%)であった.組

織型は高-中分化型腺癌が11個 り606), I)ンバ球浸潤

を伴 う低分化型腺癌 7個 (29%).その他の低分化型腺

癌が6個 (250ふうであった.吻合部癌4個 (すべて潰堪

型蔵主 縫 合部癌 6個, 非断端部癌ll川軒で,陥凹型癌

(漁場型癌)と末分化型癌が,早期残胃癌との場合と異

なって増加 した,

2. 残胃癌例の非腫癌性胃粘膜上皮細胞の分泌粘

液の特徴

非腫塙性叫 却有胃粘膜日 ヒ生胃粘膜の細胞は粘液染色

l二lys(1Zyme染色とで,以下LT)ような特徴を有 してい

た (# 3).

腺需上皮細胞 :(:,OS陽性粘液が細胞質に陽性であ･一,

た.幼若腺属上皮および 汁E 染色で正常や過汗妬itcこム

える腺常 卜皮が GOS陽性とともに.sialonlueill陽性

を示すことがあ-)た.siこIlollluCinは腺頚部の}̂iこ陽性

と在る碗合か⊥･■,表層部まで陽性!-_在る場合まであ--､た.

副細胞 :細胞質に Coll八一m型粘液が陽性で. 時に

lysozyme も陽性を示 した.

幽門腺 ･偽幽門腺細胞 :Con八･一Ⅲ型粘液が細胞質i･こ

陽性であ･.つた.不完全型腸_1二度化生腺管の深部や癌近傍

i:=ある幼 苦fじした腺細胞の細胞質が.sulfomucillや

IysozyTnleに陽性とたることがあ一､た.成熟型-幼君型

偽幽門腺細胞は 粘膜内または粘膜 日蓮入部を問わず,

杯細胞 :杯細胞は 川ミ染色で核上部に緊満 した粘液

胞を持ち.dAIニトt)AS 染色でそこir･こ酸性朴液が証明さ

かる細胞と した.完全型 ･不完全型腸 卜皮化生でも,柿

細胞;･よsialomucill陽性 ･ConA一･一Ⅲ型粘液陰性が特徴

で:払一･､た.sulfomuL-illも陽性とたるこ上がLiT'日,これ

はイく完全型腺上皮化!i二で阜くムL､-'Ilた.G(..)S陽性粘液

がsiとllomucin.sulfonlu(･,in陽性杯細胞LJT)･笥;に陽性

となることがあー-.,た.

吸収上皮細胞 :酸性粘液 Lsialomucin優位)が刷子

縁や細胞質に陽性であ-､た.また.sulfomueitl陽性紳】

胞 も少数混在してムLT_)れた.GOS陽性粘液が酸性粘液

陽性細胞し71矧J了一線Cり--一部や細粒質内に陽性になる二王が

あー･)た.Con九-Ⅲ型粘液は陰性であー-､た.

Paneth細胞 :lysozylne陽性m-粒が特徴であ ー･,た .

以 上の染色態度は吻合胃炎粘膜でも吻合部胃 炎 (:T)な い

粘膜でも同様であった.

3.分泌粘液の種類による残胃癌の粘液上皮型分

筆頁とその頻度

表 4に示 した,分泌粘液の種板iこよる残胃癌の粘液

l二乾型分輯判定基準に従って.残胃癌を胃型,胃型優勢

型,腸型優勢型,腺型に分類 した (図 1-12).細胞内
粘液と細胞表面 (糖衣)粘液を含む,すべての粘液分泌



表2-1 初阿胃切除後10年以上経過 して発見された早期残胃癌と開閉粘膜の性質

噴 門 側 残 胃 席 演から5mm以内の濁詞格襲

番号最来援immう取壊型 肉眼型 深遠度 占拠- - 式 撃警蓋蓋 墓 要 義 度 癌の粘液染色性 蔓 鷺萱晶姦る 胃底腺蕃頼 腺上化生 偽幽門腺化生･.. l 細胞賃酸性粘液 *鋸.#@潤&## GOS CON-A斑程 度 部位 義 確度 部位 ## 部位 樫港 普琵位

1 1 tubl ∬ b 粘環内 非斬端部 B一一 粘碑内 胃 製 錬 車型 陰 ぴ濠ん 令 充満 ぴ濠ん 全 ぴ濠ん 全 喰 深中心 胃底腺 + - +

2 6 tubl n a 粘 蝶 内 非斬磯部 B-1 粘棟内 胃懲庫車型 陰 びまん 全 中量 ぴ護ん ▲ゝ_:エ ぴ澄ん 全 蜂 胃底腺 + - +

4 9 tubl 廿a 粘膜内 非斬端部 B-1 粘膜内 野塾優勢塾 陰 ぴまん 坐 中点 ぴ意ん 全 び渡ん 洩中心 敬査 深中心 胃衣 十 - +

5 35 tlJb2tub2po√ 口 粘膜下層 非断端濁 8-u 粘膜内 野塑優勢塑 陰陰陰 少数散在散在 洩 少魔少盈充満 散在散在ぴ蜜ん 浅 ぴ澄ん散在散在 注中心 ぴ蜜ん散在散在 深中心 胃底腺 十十 + 十十6 10 廿C 粘膜内 吻合部 粘膜下層 筒型優勢塾王トZi 粘膜内 開塾優勢塑 坐 浅中心 浅中心 深中心 胃底腺★* 十十十 + 十十十

7 20 S短 Ⅱb+ⅡC 粘膜内 縫合部 王ト訂 粘膜内 国塑優勢塑 陰 散在 全 少盈 ぴ蜜ん 令 び蜜ん 操中心 ぴ蜜ん 深中心 胃底腺 十+十十+十十 ++ 十

8 3 tub2 廿a 粘膜内 非断端部 B-正 粘渓内 勝勢濠勢塑 ぴ蜜ん ぴ濠ん 全 点状 び蜜ん 令 ぴ普ん 洩 少数 深深潔 噴門腺 +++ 十

9 5 tubl na 粘膜 非断磯部 13-n 枯棟内 勝塑優勢塑 ぴ濠ん び濠ん 令 浅水 ぴ濠ん 令 散在 技 陰 胃底腺 十十十 十

10 6 tubl 汀亡 粘膜 非軒端部 B-什 粘操内 藤懸捷勢型 ぴ藩ん ぴ蜜ん 深中心 少盈 ぴ蜜ん 潔中心 散在 掻 少数 噴門腺 十十十 +

ll 10 tubl Ⅱa 粘膜内 吻合部 B-汀 粘膜巧 歯型擾勢塑 ぴ濠ん ぴまん 全 点状 びまん 坐 散在 a 陰 胃故腺* + +十

王2 10 tubl 廿a 粘膜内 吻合部 【トrl #棟内 勝塑優勢塑 ぴ蜜ん ぴまん 令 点状 び普ゐ 全 少数 浅 陰 胃底腺 十十 十十 十

13 12 tubl 甘a 粘棋内 非断磯部 B-Ⅱ 粘膜内 勝塑濠勢塾 陰 散在 令 点状 ぴ蜜ん 全 散在 a 少数 胃底腺 十十十 十十十 +

14 且5 tubl Ⅱa 枯媒内 吻合部 Fi-甘 粕瞭内 歯型優勢塾 ぴ蜜ん ぴ潰ん 全 点状 ぴ蜜ん 坐 散在 級 少数 潔 胃底腺 十十 + 十十

15 20 tub2tub2tubltubュtub2tub2tubい Ⅱa 粘膜下層 非斬端部 B-1 粕棟内 版型凍車型粘膜下層 腺塾優勢塑縫合溺 B-Ⅱ 粘膜再 騰塑濠勢塾粘膜下層 歯型非斬磯部 B-琵 粘膜内 腸塑優勢塾粘膜下層 歯型吻合部 B-1 枯燥巧 髄車庫車型 ぴまん散在陰喰散在陰散在 ぴまんぴ濠ん少数少数散在散在ぴ濠ん 坐 発満点状少最少選点鋭意状点状 ぴまんぴまん散在少数散在少数ぴ蜜ん 坐 ぴまん散在少数陰少数陰散在 漁 散在少数少数陰険陰険 深 胃味 + + +

16171819 303 03840 王打ぐEiaⅠ+濃a 粘験下粘膜下層粘膜内粘映内 a深中心全 浅深中心全 浅洩洩 潔深 胃底腺胃底腺+噴門腺胃洗腺*胃底腺+噴門腺 +十十十十十十十 十十十十十十 十十十十十十

tub2 鞍膜内 腎塑凍勢塑 陰 散在 令 少盈 ぴ蜜ん 全 ぴ鳶ん 洩中心 少数

tub1 非斬磯部 B-EI 粘膜内 膜塑優勢塑 散在 散在 深中心 慮娩 散在 浅中心 少数 洩 少数 潔深中心深

20 47 tubュ I+廿a 轄棟内 吻合蔑 B-Ⅰ 粘膜内 勝塾優勢塾 陰 散在 汲 点状 散在 a 少数 請 陰 胃洗腺事 十十 十十 十

212223 555720 tubか i廿 b+ 廿ぐ汀a+汀e粘膜下層粘膜下層粘膜下層 吻合部 B-王 粘膜内 勝勢優勢型 散在 散在 塗 点状 散在 l全 散在 洩 陰 閤鹿渡*国政腺+噴門勝野鹿渡*車 十十+++十十十 ++十十 十十十十十十

POT 粘膜 内 野 塑 優 勢 塑 陰 散在 令 充満 ぴ蜜ん 金 ぴまん 洩中心溝 び濠ん

POT 粘膜 下 層 腎 型 優 勢 塾 陰 散 在 全 食瀦 ぴ まん 令 ぴまん ぴ濠ん

B-Ⅰ:BilJroth-t法 B-Il:Billroth--Ⅲ法 陰:陰性.少数 二Jレ教掲性,敬 二散在性鵜性.こhTま.｣:こh'ま.i 性 視 性.全 :枯醍円墳巣深部かニー〕表層まで,沌 :粘摸rt･]癌輿沌層部.浅中心:病輿
洩滑車jLh 深 :病巣深層,深中心 ;癖巣深層中心,単車:藤倉部腎炎粘膜をこ鮭贋している痛,* ;吻合部胃 炎 粘 膜 をこ療している癖
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表 2-12 初回胃切除後10年以上経過 して発見された進行残胃癌､とその間囲粘膜の性質

噴 門 嶺萄 残 胃 癌 癌から5mm以内の周囲粘険

番号 長大径(mm) 範頼型 肉眼型 深適度 占拠部位再建術式蔓粘液よ波型を判定した部位 量 感の粘液染色性 … 胃洗萎縮 腸上皮化生 偽幽門腺化せ
粘液上皮型分解 妻細職質酸捜粘液 l車家宅塞薗僧漫粘液喜 GOS CON-Å射

拝趨鞄 @@ 部位 翠_S穫度 部位 軽率 部位 #& 部軒

且 30 tubl 臥)T｢皿 紫綬下層 吻合部 ら-玉 鰹潤部 胃懲律や 散在 ぴ蜜ん葦全 少量 ぴまん 全金令金壁全 ぴ蜜ん 令 喜少数 胃底腺単車 ++ 十; + 十十

234 856070 tub:～をub2 Borr.一皿Burr-1Borr-Ⅱ 深膜下層 非斬磯部塁 B-∬毒董 Li-aB-Ii 鞍疎吾浸潤部 胃塾優勢塾胃型優勢塾 少数陰 ぴ蜜ん散在 点状少意 ぴまん&# ぴ蜜んび蜜ん l∴ 潔 胃底腺車

十poTpくーrpot) 凍嬢下層 縫合部 浸潤部粘醗内渡潤部 腸塾優勢塑胃型優勢塾胃塾優勢塾 陰*墳 散姦散在散在 全%令全餐 中寺 敢率等 敬少盈 散在 散在散在び葱ん *汲中心 陰険

tubュpo√ 療綴下層 醸合部 浸潤欝浸潤部 胃型優勢墾胃墾優勢型 少数陰 散在少数 少量 散在少盈 少数 び濠ん少数 陰険

5 70 野or 臥)r｢皿 単級下層 非断端部 73-n 陵潤部 腎塑優勢塾 陰 散在 少盈 散在 散在 少数

6 90 POT tL)r｢血 額縁下層 接合部 a-詔 粘膜内 胃塑優勢塾 陰 散在 率等 散在 散在 浅率L､喰

7 35 POTtublmuぐ 【女ーr｢-a 固有厳層 吻合部 ti-tl 汝潤部浸潤部 胃塑優勢塾腺製優勢塾 *雛在 散在ぴまん 篭率等 散在率等 ぴ蜜ん 散在ぴ蜜ん 除少数

8910 456170 tubltubltutー2十portubl Ⅰktr｢-amーrr-皿恥 rr-1 額膜下層環燥下層固着厳層非断端部非断磯部非断端都 O-t3-爪a-Ⅲ 粘膜内浸濁蕃浸潤部浸潤部浸潤部 腺懲倭中華潜熱価額華厳塾優勢整腸型勝型優勢型 散在散在陰陰少数 びまんぴまんぴまん散在ぴ蜜ん 庶幾 ぴまん点状 び蜜ん点状 ぴ蜜ん少盈 散在少慶 び蜜ん 少数少数敷革aぴ蜜ん 沌豊漁中心 少数陰少数徐少数 滞 胃液腺萱 + 十 +

ll 90 tublnlu Pkーrr-i 寮膜下層非断端部 a-Ⅲ 漫帝都 勝勢擾勢塾 hk び普ゐ 濃淡 ぴ蜜ん 散在 済

121314 9811066 嘗ubかpermedI+uhJtuh二!いくーr f丸ーrr-口凡ーrr-rkーrrt 寮膜下層腰膜下層筋膜下層 縫合都非漸磯部非漸磯部 a-ira-Ifl3-m 浸潤部*SS粘膜内経潤部粘膜内 勝勢優勢整腸塾擾勢塾凝塑優勢型勝塑優勢塾礎や律や塑 陰険散在散在換 ぴ蜜ん散在ぴ藷んぴ蜜んぴ濠ん 少慶 び藷ん少魔 散在点親 ぴ蜜ん点状 ぴ濠ん充満 ぴ蜜ん 散在少数散在散在び窪ん *喰*喰除

15 70 PO㌢po√ 【も)rr I 凍操下層 接合部 渡潤部T3-tT i 鞍牌湾 港懲虜塑優勢塾 陰陰 ぴ蜜ん少数 全描壁 充満 びまん少塵 少数 全請令 敬少数 溝沌全 喰陰

20 3,20 いいrP(ーr 王如汀-W 凍膜下層非斬磯部 浸潤部 腺型優勢型a-H 浸潤部 腺墾濠勢翠 喰* 少数少数 少量少量 少数少数 少数少数 陰険

21 ユ語o PO㌢ Borr-盟 渠膜下層 縫合部 B11 粘膜内 藤墾優勢塑 喰 ぴ蜜ん 充満 びまん ぴまん 賂

22 75 POヂtub? riいr 費膜下層非断端部 B 一夏 浸潤部 勝塑優勢塑浸潤都 濃塑 蜂喰 ぴまん少数 充満 び蜜ん少最 少数 散在* 陰*

23 1(ー0 tub二三 lふIr｢t 祭殿下層 非断端部 盟 -詔 経潤部 濠塑 * 少数 少最 少数 嬢 喰

B一五:BiHrotわ-王法 B-班:Billroth一正抜 陰 :賂後,少数:少数揚性号数 :散在性陽後事び澄ん:び蜜ん性陽性,全 :粘膜内癌厳深部から表層蜜で,洩 :粘醍内果癌汲腰部,浅中心 :病巣
残屑中心,潔 :癌巣深層,深中心 :病巣深層中心,**:物資牽胃炎粘膜に位置Lている癌,*:吻合部胃炎粘膜をこ接している癌
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山車 :残胃癌の粘液観繊化学的検討

養 護 残腎癌例の非藤轟性上皮細胞の特殊染色の特敷

8息

特殊染色の種鋳 胃固有上皮と偽幽門腺土成 腸上皮化生上皮

腺嵩上皮細胞 幽門腺と偽紳門腺楯 毒高幡 鞄 杯細胞 吸収上皮細胞 Paneth細胞正常 過形成 幼君 正常 幼君

COS +-/(+) +-/(+) 十 -/(+) -/(+) - -賞+) -/(+) -ConA-mHlt}AI3sialo -賞+) + + + 斗/(-) キ召-)

sulfo - - -召+) - -/(+) -/(+) -

+ :陽性,+/(-):多 くが陽性,-/(+):時をこ陽性,- :陰性

蓑 凄 分泌粘液の機構からみた残胃癌の粘液上皮型分探判定基準

特殊染色の種類 特殊染色の染色性

COS 十 -守(+) + - 千 -召 十) -/(+)ComA-孤HlⅠ}-ABsialo 十 -/(+) 十 十 十

suほo - -召+) - -/(+)-/(+) -/(+) -〟+)
lysozyme - -/(+) - + - + -

粘液上皮塑分解判定結果 腹蔵 幽門腺 腹蔵上皮 完全 不完全 完全化 不完全化
上皮型 上皮聖 優位型 化生塑 化生型 生型優位 生型優位

十 :陽性,+召-い 多 くが陽性,-/(+):時に陽性,- :陰性

寮 5 分泌粘液の観察からみた残胃癌の粘液上皮型別頻度

粘液染色 残胃癌の粘液上皮型頻度
胃型癌 混 在 型 療 脇型療

G(つS.ConA-m 胃塑優勢型癌 賜 型 騰 勢里癌 菱 脳GOB.ConA-盟))AB,GOB))AB AB))GOS書ConA-班,AB))GOB

残胃癌全体 0 8し17Qo) 5日1%) 14(30%) 16(34%) 遠く8%)

分化型癌(32個) 5持6%) 266%) 14(44%) 8(25%) 3(9%)

癌細胞が.純粋に胃型粘液.または腸型粘液を分泌 して

いるものを,それぞれ胃塾癒,腺塾癌 とした く衷 粧

--7j-､切片内で.すべて(7)粘液分泌癌細胞の･HT.'.胃型

粘液 (この場合 , 特に GOS陽性の腺窟上皮塾粘液で

ある)が優勢の場合 (小部分に sialomucim があって

ち), 胃型優勢型癌 とした.逆に.siこ11omueillが肺癌

組織内で優勢で.部分的に GOS陽性粘液がある場乱

腸型博勢型癌 とした.

すべての残 胃癌塊7個の うちナ勝塑癌は 塊個 摘 %)

(すべて不完全化生型),勝型優勢塑癌は30個 纏後%)

仁一部に幽F"】腺 _日立型を含む不完全化生優位型14個.不

完全化生優位型16個).胃型優勢型癌は13個 (289Jb')仁-

部をこ幽門腺上皮塾を含む腺窟上皮優位型8個,腺窟上皮

優位型5個)管, 関数癌は認められなかった (嚢 5).
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胃型俸幣型癌 腸型篠勢型横 腹型構

早斯癌

分化型し21個1 :.i(1L4Qo) 2日)Po)
末分化型(:.)個1 1)(loop.I) o
柿膜内癌

分化型(トI個) 1)(1LIQ6-1 2日⊥lq61
兼分化型律 儀) 2(_1000dl L)
粘膜下層授澗療

お目
粘膜 卜で!71化型(6個1 1t17%〕

粘膜 卜で末Jl)化型(1個11

10(/18001 {)('2･1001 1(5901

000

6(:.･l二賄 ) /i(1)99t/11 0

い (1

0 O

東 署 遊行残胃癌の深部鰻潤をこ伴う胃型優勢型痛 8腺型優勢型癌 書腺塾癖の頻度

胃型優勢塑癒 勝塑優勢塾癒 腺塾癒

(I,()S･(丁()nノLmI.工へlj.(I,()S㌔･A13 ▲斗f卜(;()S･(､いn:㌔-Ⅲ.:lf卜GOS t̂う

進行癌全体

分化T･J.し11個1 2(､ほOo~) o

木分化型し13個1 1も80･ol 二日230.日
粘膜内癌部で

分化型工i個~1 1*(:i3㌔l (.)

浸蒜蒜 Wd獅′ i言 /U二二二 -1lJ
分化型(_3個1 1(こi二iOo1 0
末J,J化型(l個) (1 0

粘綴内癌部で

末分化型(16個1 ()

浸潤部て

分化型(1個1 0

末分化型(､(;個) O

刺

嶺摘6%) 3(27%) 2日8%)

() 8し6100) lLtqOol

写 書くモミ

絹7%)

i_loop()1

2**し3300~1 0

↓(1)
1 (㌔)

1'(33001 0

摘7%) O

窃

((･;7.Ou1 0

*:浸潤部で/'J化型楠＼朱/r)1化型癌 **:1個は浸潤部-.:_:Li-分化型癒:＼分化型癌

握型優勢型癌と腸型癌は.いずれも Paneth細胞をも

た.

すべての残胃癌47個L･')組織型と粘液型との相関をふた

(表 5)./ry化型癌の22.90(7:32)で胃型優勢型で,末分

化型癌の60% (9,/'151が腸型優勢型なし､し腸型であった.

4.早期残胃癌の粘膜下層浸潤に伴う粘液上皮型

の変化

早一斯癌23個L')･Lli■),末分IL型粘膜内癌の2個は.胃型

優勢塑癌であった (養 軋 分化型粘膜内癌14個のうち,

4個 (.2800)は胃型優勢型癌 (一部に幽門腺._1二皮型を有

する腺芯1･_皮博位型2個.腺嵩IL.皮健位型単独2個トで.

lO個 し729･01(.よ腺型優勢型癌 (･部に幽Fnj腺 I-_乾型を有

する不完全化生憧位型6,不完全化生優位型単独.1)で

あり,胃塑癌はなかった.

粘膜下層浸潤癌 (すべて粘膜内で分化型癌)が粘膜か



LL再l:残胃癌し7)粘液組織化学的検討

L､湖]-膜~F層-浸潤すると癌LT)粘液上夜型がLl･-:のように変

化するかを見たLT,)那,表 6(け下半である.腺型優勢型

癌4個 (A13＼＼)GOS･ConA-m)のうち,l個のふが

粘膜下層浸潤部で,異質の粘液 卜駐型へ変化 すなわ†)

暢型優勢型癌か三､-胃型優勢型癌へ変化していた.この 1

個 (表 2-･･･1.症例21)は,粘膜内小部分に低分化型

腺癌 (GOS･ConA一m＼rt,iA13の胃型優勢型癌1を有

し.これが粘膜 F層iこ少健浸潤して,胃型優勢型癌とな--I

ていた.分化型癌では粘膜 fI層浸潤!-_｡ともに,胃型形質

(GOSや ConA一一-1叩乾性粘液)が減少する傾向にあーr･1た

(表 61.

;I7.進行残胃癌の粘膜下以深浸潤に伴う粘液上皮

型の変化

進行残胃癌24個申,分化型癒し7うG/too(i 1日 は腸型優

勢型癌,1800(2111は牌型癌で,わずかに180b/が胃型

優勢型癌 卜一部に幽F"3腺_上夜型粘液を有する胃腺嵩 l二度

優位型)であった.-方夕末分化型癌の31% (4/13)那

胃型優勢型癌,61%が腺型優勢型痛 くすべて不完全化生

優位型)で,8%が不完全化生型の腺塑癌であった (養

71.

進行癌24個率,粘膜内癌の部分がよく陳持されていた

9個で,粘膜内部分と深部浸潤部分との粘液上皮型を比

較 した結果を表 了の 卜万に示した.分化型癌.朱分化

型癌とも,捜澗部でも粘膜内の粘液上皮型が比較的よく

保たれていた. しかし,症例2 (衷 望-盟)では,粘膜

内の胃型優勢型分化型癌が浸潤部で未分化型癌を併存し,

同部が腺塾優勢塾癌となっていた.山方,症例3では,

粘膜内で胃型優勢塾束分化型癌 を-部に分化型癌を着す

る)が,浸潤部で比較的広い分化型癒部を着していたが,

同部も胃型優勢型であった.

6.残胃癌の半占液上皮型別にみた粘液細胞の種椅 ･
数 ･分布

非厳癌性胃粘膜では,GOS 陽性粘液は粘膜表層部

(腺窟上皮部)に,ConA-Ⅲ塑粘液は深層部 く幽門腺上

皮部)たいし粘膜中層部 (胃底腺LJ)副細胞存ll二三部)(こ出

現し.AB陽性粘液 tsialomuLlinlや 1111)陽性粘液

や,吸収上皮存在部)に出現しやすい.これら,粘液細

胞の分布･種板 ･数は,炎症, 潰壕,脂._l二皮化生の進行

度や榛原をこよっても変動する.縫って,特殊な環境をこあ

る残胃癌の粘液_l二夜型別に.粘液分泌癌細胞Lr)種類 ･敬 ･

分布が粘膜内と浸潤乳 癌の組織型 ･異型度でどのよ･')

に異なるかを検討した.

(1) 胃型優勢型癌

8二i

最大径 1mm と 6Illm L･')分化型癌 (柿膜 l:2L里菟層

は,ともにびまん性iこ噛細胞質に陽性であったが,COS

がよi)広範囲に陽性であ--,た.径 8IILm,9mm∴i5mm

の癌 (fl17'膜全層に存fn では,GOSは主i･こ粘膜tT)1;'2

表層部瑚晶細胞質に陽性であi).さ吊こConA-1･･m型粘

液が粘膜深部の癌細胞に散在性ないしびま人件に陽性上

皮-､た.酸性粘液は.GOS粘液より少たかったが,癌

の深部かLL,表層部まで出現 L,sialomuein健位であり

た.sulfomurinは圭に癌深層部で陽性に左一･､た.杯細

胞をもー一つ癒はなか-1-､た (図 13).

胃型優勢型分化型進行癌は2個 (表 2---2,症例 1.

2)であった.症例2Lr')粘膜内分化型癌部分払 早期癌

と同様に,i:,に洩層で GOSがぴま人件に強 く陽性.

酸性粘液 Lsialomuein>sulfomucin)が散在性に陽性

千.深層で ConA-m型粘液が散在性に陽性であ一･,た.

浸潤部も同様の粘液がjtと､-れたが.ennA-Ⅲ型粘液分

布は不規則であった.奉例の浸潤部にみられた末分化型

癌部は,GOB, 酸性粘液ともに散在性に陽性であり,

Coma-Ⅲ塾粘液は陰性であった.分泌粘液の種類 中農

は粘膜内で多く,浸潤部で少ない焼肉をこあり,浸潤部で

癌の細胞異型慶が高かった.

症例 1(り浸潤部分化型癒部分では.GOS 上慣性粘液

(sialomLIein--sulfomuL:i111はぴま人性iこ陽性で:i;卜･､た

が.(;(_)Sがよく‖ム範囲で陽性で津'--)た.Con八･Ln型粘

液は不規則をこ少畳みられた.杯細胞は散在性をこ認められ

た.

胃型優勢型未分化型早期癌2個 (.症例6は粘膜浅層だ

けに,症例7は粘膜浅-深層に存在巨 亡はLt-_もに,COS

が主に癌表層部の細腰の細胞質にぴまん性陽性であり,

Con九-mか癌深部に散在性たし､しぴま人性に陽性とな一･･

た.

はぴまん性から少数,酸性粘液もびまん性から少数陽性

であった.粘膜部分の癌か検討できた2例では､粘膜内

癌の場合と同様に,GOSが癌組織浅層に陽性でか･､た.

緩) 腺塾優勢塾癌

腸型優勢型早期癌は15個であ･'Y).全例分化型癌であ･--)

た.掴個は分化型癌のみから成 り, 1磯は (症例21)粘

膜内癌部分L')中心部と粘膜 日こ少最L,T)末分化型癌を有し

ていた.最大径 10mm 1､人卜の粘膜内癌 5個では.粘液

分泌癌細胞 (杯細胞とそ♂)他の粘液細胞)はびまん性に

陽性であ--,た (杯細胞は sialomuein優位, その他は

sialomucin,sulfomuein ともiこ陽惟).GOSはぴまん



84 新潟医学会雑誌 第 106巻 第1)腎 平成 ･･1年2..i.i

性陽性1個.散在性陽性3個,少数陽性 1個であり,紘

て陽性細胞は痛浅層部にふドっわた.Con̂ -m型粘液は

散在性陽性 1個,少数陽性 1個,陰性3個であった.陽

性粘液は粘操深層部をこ適 した癌の,深部にのみ認められ

た.

般大径 12mm 以…上で,粘膜内部分が腸型優勢型癌で

;5'る10個のうち.酸性粘液が粘液分泌細胞 (杯細胞とそ

の他の粘液細胞)をこびまん性をこ認められたのは, 2滴で

あった (図 131.酸性粘液陽性細胞が少ない癌は 細胞

異型の高い癌iこ多か-つた.GOS粁液は10個全例で癌浅

層部を主体に,CoIIA-Ⅲ型粘液は6個で癒深部に.17*i:_)

わたが.いずれも陽性細胞は-.椴に散在性ないし少数で

あった.

1個の/JI化型癌病巣内に見られた末分化型癌部分は粘

膜下2/:3層かiT)粘膜下層に存在し､粘膜内癌部ではGOS

が浅層郡,C()【1A一mが深層部で陽性であ一)たが,朴膜

下でe･封両粘液cT)分布は不規則であった.

腸型優勢型分化型進行癌は7個 (症例7-13)で糸′,

た.分化型癌単独が5個,浸潤部L7)-一部に末分化型癌を

持つものが2個であった.酸性粘液は分化型癌 (部分)

で全例びまん性に陽性であ1た.粘膜内の癌部分が検討

できた2個では,GOS と C(1nA一m型粘液が粘校内癌

LIT)それに比べて∴鼠的に少なく.分布の点でし不規t廿で

が2個で.GOS粘液が1個1L:..んヱl'Jlたが.その最は少

なかつた.

腸型優勢型未分化型癌 (症例l/il･N-,-21)は8個で.全例

進行癌であった.酸性粘液が粁膜内癌部lJ)の癌細胞質内

にぴまん性陽性を示したのは2個で靡'り tfltTl膜内臓部分

が検討できたのは′I個),あ上LlJ16個は少数ないし散在
性陽性であ-:,た.深部浸潤部で粘液陽性細胞は減′レLtL.
GOS陽性粘液(.ま､粘膜内で浅層部に廿i現する傾向を示

したが.そJ)量は一般に少なかった.

(3) 腸型癒

腸型早斯癌は分化型癒 1個で,粘膜全層ミニ位置した.

細胞質内粘液は散在性に.細胞表面粘液びま人件に認め

r〕れ sialomucin優位であった.杯細胞し-L.Pant,th細

胞は認めiT)れ-/TCかった (図 13*印).騰型進行癌は3個

(分化型2個､低分化型 1個)であった.酸性粘液は少

数ないし散在性に陽性であり,杯細胞はみられなかった.

6.残胃癌の粘液上皮型と周囲粘膜の性状

癌の粘液〉卜皮型別に.その発'_i･:_母粘膜を検討した.で

きるだけ癌による二次的粘膜変化を避けるため.最大径

10mm 以下の癌を用いた.胃型優勢型分化型癌4個の

うち.こ3個の非断端部癌は軽度萎縮の胃底腺粘膜内に,

残iH 個の吻合部癌は吻合部胃炎L')ある胃底腺粘膜内に

位匪した.いずれの癌開田粘膜でヰ),腸上衣化生はない

か梅めて軽度であり,腺窟上皮は主に腺頚部近傍でsialO-

mucin陽性で あ 一言 二.

症例6し')胃型優勢型未分化型癌である,りンパ球浸潤

Tr:伴'-[)低分化型腺癌は吻合部胃炎tJ)ある胃底腺粘膜内に

I-/A!､'Ilた.r司部cT)腸上皮化生は軽度であー-､た.

-7}:.最人径 10111m 以下の牌型優勢型分化型癌5個

(T)･'lI),小さな3個C')非断端部癌 (径 3mm-6m1111

品制空の暢_上二乾化生粘膜内i･こ位置した.残り2個しり吻合

表 8 吻合郡癌とその他(･T)残胃癌の組織′封IftJ比較

吻合部癒 その髄の残胃癌

癌の深速度粘膜内 7(54%) 9ほ6%)

粘膜下層 2くま5%) 5(15%)

固有筋層目深 4(31㌔) 20鰻9%)

癌の組織塾分化型 1O(770b) 22纏5%)

末分化型 3(23%) 12持5%)

(りソバ球浸潤型) (2)拍5%) (2)(6%)

癌の粘液上皮塾胃型健勢型 ilt31%う 9(2600)

脆型健勢型 8(61%) 22(65%)

腸型 1(8%) 3(90ol

癌周囲粘膜性状

腸上皮化生の程顛 lぐ9㌔) 3緩0%)

軽度 吊(73㌔∵) il(270ふう

高度 O 5(SS繋)

胃底腺萎縮ハ程度無

00

軽度 2拍8%) 6摘6%)

中等度 6(55%) 3(23%)

高度 3(270い 凄(31%)

偽幽門腺化生の程度無 0 0

軽度 4(36%) 13(87%)

中等皮 4(36%) 2日3%)

*:噴門腺領域をこ発生したと推渡される2個の癌は
除いた
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部癌の,-1ち,1個は吻合部胃炎を伴う胃底腺柿膜と.中
等度に萎縮 し,軽度の腸上皮化生のある胃蚊腺粘膜とに

と腸上皮化生のある胃底腺粘膜に囲まれていた.

7.残胃癌の発生部位と周囲粘膜の性状

吻合部癌13個のうち,早期癌9個と,進行癌2個の周

囲粘膜は,-顔に腸上皮化生は軽度であった (囲 I弧

吻合部胃衆粘膜内に位置する癌は 4個であった (国 見4

矢印).径 10mm 廿下し■.')′1個の･>7も,胃型俸位型の分

化型癌と未分化型癌は,軽度に腺上皮化盤のある吻合部

胃炎粘膜内に位置した.残りの腺塾優位型分化型療2個
のうち, i個は腸上皮化生のない吻合部胃炎粘膜と化生

軽度の胃底腺粘膜をこ囲まれており,他の且個は車等度に

腸上皮化生のある胃底腺粘膜内に位置した.

非断端部と縫合部の早期癌14個と進行癌1個の周囲粘

膜の腸上皮化生の程度を図15に示した.径 10mm 以

下の胃塾優勢塑分化型癌3個は,腸上皮化生のない胃底

腺粘膜翻こ位置し,腸型優勢型分化型癌3個は高度腺上

皮化牛のある噴門腺たいし胃氏腺粘膜内に位躍した.

吻合部癌とその他の残胃癌との組織的比較を棄 8に

示した.

考 案

1. 胃粘膜上皮の粘液染色性

非贋癌性胃粘膜を構成する上皮は,胃固有上皮と化生

腺上皮に大別される,胃固有上皮内の粘液分泌細胞には書

GOS陽性の腺窟上皮締胸と,ConA一辺陽性の (偽)幽

門腺 ･副細胞とがある.一方,化生腺上皮内の粘液分泌

細胞には,杯細胞 (細胞寮内粘液胞に酸性粘液陽性)ど

吸収上皮細胞 (細胞内と細胞表面に酸性粘液陽性)があ

ら.

しかし 王十旺 染色では腎固有上皮細胞の形態でありな

がら,酸性粘液を持つ場合がある.(鶴)幽門腺は腺上

皮化生腺管や癌の深部で幼若化すると,sulfomuc豆m陽

性となる.これを凝ら11)は反応性幽門腺と呼称 してい

る.また腺憲上皮が sia呈omueim陽性になることがあ

る.堤｢)日､はいまだ杯細胞を認め左い腺嵩,l戒 に secre-

torl.COmPOnent及び IysozymeのLli現と相前後 して

少慶の sialomucinを認め,これを腸上皮化生の初期

腹蔵上皮の Sまalomucin陽性が高度になると必ず吸収

上皮または杯細胞の出現を搾っていたこと,逆に吸収上

皮細胞や杯細胞が腺窟上皮内に出現する上 その腺窟上

皮は sialomL1Cin陽性であることが多か一,たことより,
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た場合をこぼ,その上度は腹蔵上皮の性質に加えて勝塾の

性質を持ち始めたと考えて,腺窟上皮優位塾と分解した

飯田ら且冠)も不完全型腸上皮化生巣は,胃腺窟上皮と勝

吸収上皮の両方の性格を持った上皮とで成立していると

報喜している.

このような非魔癌性胃粘膜上皮の粘液特性を者臓 して,

本稿では.残胃癌の分泌粘液 ‖二庇う型を,胃型,牌型,

胃型憶勢型と腸型優勢型の4型に分頓した.

'2.技胃癌の組織型と粘液上皮型

腎癌の組織型と細胞形質との関係から,｢分･化塑癌は

化生腺上皮に予末分化型癌は固有胃上皮をこ輝似する｣ 6)

とさJTLてきた.しかし,胃ム･･手∴/の pepli(lL,rOreに吋

する抗体によって認識される peptide抗原 (Ml)響,

アスパラ錠酸の蛋白分解酵素である cathepsimEを摺

いて,非残胃癌の多くは,胃型,牌塾双方の形質を持っ

ており,さらに胃塾の染色性を示す分化型癌も発生する

こと13㌦また.Con九,COS.sialidas(､COS.Ⅰ~)Err

KOH/PAS 染色をこより,胃の印環細胞癌細胞は,(D

(3LISmilllilltcslinalLIOblt..tcellI〉1対,(41i.argL,inlL,-

stillalgOhlLltCellI.yPe,(51IntesLinL,llat方OrPti＼･ec亡･11

typeの5型をこ分類され,胃乳 腺型および両方の形質

を発現 しているとの報告がなされている14).しかしな

がら,特殊な国環境に発生する残胃癌を粘液の蘭から検

討した報告は,これまでになかった.残胃癌の組織塾と

分泌粘液の種類 (粘液上皮塾)との相関をみた今回の研

究成績から,以下のことが判明した.

まう 残胃分化型癌でも,非残胃分化型癌と同じように,

腺塾癌や腸型優勢塾癌が77% (早期癌),82% (進行癌)

と多かった. しかし 残胃分化型癌では,胃塾優勢塾癖

が 早 期 癌 で 23%,進行癌で18%みられ,早期粘膜内癌で

も280｡出現した.

2) 残胃分化型癌は,同様の鼠織塾で粘膜下や粘膜下

以深へ浸潤すると,胃整形繁 くConA-Ⅲや GOS陽性

粘液)が失われ 腸型形質が優位となった.(胃型優勢

型癌ばかL)でなく,腸型優勢型癌でも.ConA一一m型粘

液が最初に失われ 次いで GOS陽性粘液が失われる,)

(表6,7)

3) 残関東分化型癌のうち,早期癌の2個は腎塾優勢

塾癌であった.分化型癌の山部にみられた束分化型癌 1

個 (症例21)も胃型優勢型であった.しかし,進行未分

化型癌では,胃塾優勢型3lOJ6'tこ対し,腸型 ･腸型優勢型

が69%と高率に出現した.
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4､) 胃型優勢型残胃癌は粘膜内ばかりでなく.泣潤部

においても,GOS陽性の腺窟上皮型性質を有すること

が多く,ConA一一m陽性の幽門腺上皮性質は,主に粘膜

深層部の癌にふL.-)わた.

51 腸型優勢型残胃癌は,主に不完全型腺上皮の性質

を持つことが多かった.

分化型残胃癌で,嬢の深部浸潤とともに,なぜ ConA-

m型粘液が減少するのであろうか.それを明確に説明す

ることはできないが,胃癌では胃粘膜内で高次の働きを

する主細胞や壁細胞の分化が′.i亘_/Cいことと,同様とも考

えr)かる.分化型癌と異なり,束分化型癌でiよ表 7か

とT)も分かるように,深部浸潤に伴 う胃型形質 (GOS陽

性細胞∋の消集がみられていない,これらの問題は,き

L'-一に症例を追加して検討する必要がある.

3.残胃癌粘膜部での粘液細胞分布

残胃癌の分化型 ･未分化型を問わず胃型優勢型早期癌,

特に10mm 以下L')粘膜内癌では,癌巣浅層部に G(_)S

陽性.深層部に Con̂ -m陽性,中間部で粘液陰性とい

う構造が.JtE■,'Itた.二才‖よ.非腫癌性胃閲存粘膜tlJ)粘液

染色性と類似 していた.粘膜内におけるこの傾向は,冒

型優勢型進Tf癌の粘膜内でもしばしは見よ､_'わた.

腸型優勢型痛でも,小さな痛の粘膜内癌部では,杯細

胞や酸性粘液陽性細胞の分布が非腫癌性脱 .卜妓化生粘膜

と類似 していた.

他方,早斯癌 ･進行癌の浸潤部では,糊 掛軸T)癌部で

ふi･丁-)才lたような粘液細胞の層構造は存在せず.各種粘液

細胞は不規則に分布していた.

このような粘液細胞分布は,必ず しも残胃癌に特徴的
所見ではなく.非残胃癌でも.7tr)ttる.粘液細胞の層構

造形成は,細胞異型が低い癌でんl二)れた.しかし,同じ
よF)に細胞異型が低い深部浸潤部でこのよF)な層構造を

欠くことは,｢粘膜.､‡という場が癌細胞分化に特殊な因

子を提供 していると考えr〕わる.

4.残胃康の発生母地

｢胃の分化型癌は腸上皮化生粘膜か｢二',末分化型癌は

胃固有粘膜から発生する,.｣という胃癌組織発生の概念6､

は広 く受け入れられてきた.しかし近年,この概念は再

検討されつつある.過形成性ポリ一･一ブから発生 した癌の

中に,胃腺窟上皮iこ類似しており,粘液組織化学的には

pAS陽性,酸性粘液陰性を示す胃型分化型癌が存在す

るという報告15)や,胃腺嵩上皮に類似 した腺窟上皮型

痛 (粘液組織化学的にはPAS陽性,少数例で一部に AB

陽性.GOS染色はなされていない)が胃固有粘膜を発

生母地とする可能性が報告されている16).穏赦′トの管

状腺癌の検討かr),｢腺管を形成する胃癌が発生 tやす

い粘 膜 は . 萎縮過程にある粘膜で,必ずしも腸1.皮化生

は腺管 を 形成する癌の発生に必要な条件では机 弓 とし

た報駕 171や,胃底腺領域の分化型癌の開園には腸上皮

化生が必ず しも強 くないことか仁一,｢胃底腺領域iこある

るよ･').腺_.上二皮化生を生ずるような胃底腺粘膜かr)発生

したとすべきである｣との報告181もある.

一一･･殻に小さい癌ほど発生時の性質を保持 しており,そ

の間囲粘膜は癒発生の状態を表現している.自験例の県

人径 10mm l十Fの残胃痛(1こそ(,')周囲粘膜 の検討より,

分化型癌は円型僅勢型 (腺属 し庇優位 型 ト 十二腸型優勢型

(不完全化生優位型卜分化型腫上に大 別 さ れ ること,前

者は腸上皮化生粘膜を伴わない,軽度 な い し 高度に萎縮

した腎症腺粘膜より発生し,一一一一･万,後 者 は 軽 度 -高度の

腸上射 ヒ生粘膜より発生する可能性が高いこ上 発育初

期では前者は主に腺嵩上乾優位型t.')性質,後者は圭に不

完全化生優位型〔71性質をもー~~)こ上 がわか･-､た.

5.吻合部胃炎と癌

吻合部癌の発生母地として吻合部胃炎.GこBtl･itiscystica

polyT)OSa'l∴stomalh〉珊rtrOPhiegastI･itis(SllG)1~',

StomalI)olypoidhypellrophic gastritis(Sl)llしい tl

が注Flさオlている.こftまでiこ SI)rlG を母地に発生 し

た粘膜内癌13個.SトiG を母地に発生 した粘膜内癌4個

が報告されている81仰-こ町1.報告例の16個 (1個は記載

なし)中1Ll個と自験例の2個の粘膜内癌は,粘膜浅層部

細胞癌であー)た.こLT)こと亡よ.吻合部胃炎粘膜を発生母

地!.-_する癌は,粘膜深部及び粘膜下層の (蕪胞化)偽紳

門腺化生腹背かt､.〕発生するのではなく,粘膜浅層部-一･r:F

層郡上E)発生 し,同部を主産に増殖するここL二を示唆 Lて

いる.自験例2個が主に胃型優位型,それも腺窟_土皮俸

位型 .f二皮より構成されていたこと (報告例では上皮型の

記軟はない)もこれを支持する所見といえよう.

ま と め

残胃癌47個の検討から次の結論を得た.

1) 残胃癌の粘膜部,浸潤部とも胃型と腸型の形質を

持つ混合型癌が多かった.

2) 分化型癌と末分化型癌には,胃型優勢型癌と腸型

優勢型癌とがあった.

3) 胃型優勢型癌では,粘液細胞の種類別層構造が粘

膜内で顕著であった.

4) 胃型優勢型癌の発生母地は,腸上皮化生のない胃
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底腺粘膜,腸型健勢型分化型痛LI')派生母地は 不完全型

賜1･.皮化生粘膜と推定された.

5) 吻合部癌の発生母地は,藤胞伏線管ではなく,顔

合部胃炎ないし腸上皮化生L')たい萎縮性胃底腺粘膜十考

えL､-かた.
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山 中 論 文 付 図 (Ⅰ)

図 123 非斬端部の胃型侯勢型分化型早期癌 癌は枯股上半にある_GOS(1),HE(2),
HID-AT〕(3)染色 GOSはびまん性に陽性であるが.HIDIABは散在に陽性であ
る

図 456 吻合部の胃塑優勢坐分化巡行#. COS(4).HE(5),I-IID-AB(6)毅tfl COS
はびまん性眼性であるが,HID-ABは少数陽性である



山 中 論 文 付 図 (Ⅱ)

図 789 非断端郡の腸型優勢型分化型早期栃 GOS(7),HE(8),HID-AB(9)染色
JilD-̂ Bはぴまん件に陽性であり.杯細胞 (AB磁性)もみられるが.GOSは散在
件陽性である

図10ll12 非斬端部の脱型優勢型分化Iu進行癌 GOS(10),HE(ll).HIDIAB(12)染
色 HID-ABはぴまん件相性であるが GOSは少数脂性である
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1 2 FI d 5cI Jt大任

図14 吻合郡輔の粘液上皮型 ･広大径と

暇上皮化生の程度
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図15 非断端部 ･組合部癌の粘液上皮型 ･

最大径と腸上皮化生のj呈虹


